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寒冷地における撮効性窒素肥料の利用に関する研究
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1　は　じ　め　に

低コスト稲作の施肥対応として，肥料の効率的利用，施

肥の省力化が求められる。岩手県農式では，追肥を省略で

きる全量基肥一回施肥法について，昭和56年から継続検討

している。その結果，これまでに緩効性窒素肥料である被

覆尿素（LPコート）を利用した全量基肥一回施肥・無追

肥栽培の可能性と多湿黒ポク土における生育及び養分吸収

の特性，更には良食味ではあるが倒伏に弱いササニシキに

対する利用等を明らかにした。本報では．溶出100日タイ

義1　試験場所及び供試条件

プの被覆尿素を配合した肥料による現地における全量基肥

施肥稲作の生育．収量結果を中心に報告する。

2　試　験　方　法

昭和60年から農試場内のはか現地における適応性を検討

した。試験場所の土壌条件，品種等を表1に示した。全量

基肥一回施肥区は溶出100日タイプの被覆尿素を窒素成分

比で70－80％配合した肥料を使用した。現地では慣行窒素

施肥量（基肥＋追肥）の約70－90％で検討した。

試 験 場 所 土　 壌　 条　 件 試験 年次 品　　 種

窒素 施 肥 皇 （ゆ／β）

慣　 行 施 肥 基肥 一 回 施 肥

基 肥 追 肥 基肥 追 肥

農 試 本 場

前 沢

多 湿 黒 ポ ク土

鳩色低 地 土

5 6 －　 5 7 ハ ヤ ニ シ キ 1．0 0．5 1．5 －
5 番－　 6 1 ア キ ヒ カ リ 1，0 0．5 1，0，1．3 －
6 1 サ サ ニ シ キ 0．5 0．2 0．6

江　　 刺 黄　 色　 土 6 0 －　 6 1 サ サ ニ シ キ 0　8 0．2 0．9

北　　 上 多 湿 黒 ボ ク土 （淡色 ） 6 1 コ ガ ネ ヒカ リ 0．8 0，4 1．1

岩　　 崎 灰 色 低 地 土 （礫 質） 6 0 サ サ ニ シ キ 0．4 0．5 0．6

南　　 野 黄　 色　 土 6 0 コガ ネ ヒカ リ 0．7 0．4 0．9

星　　 山 灰色 低 地 土 6 0 －　 6 3 コ ガ ネ ヒカ リ 0，2 0．9 0．9

志　　 和 黄　 色　 土 6 1 ア キ ヒ カ リ 0．6 0．3 0．8

九　　 戸 褐 色 低 地 土壌 （礫 質 ） 6 1 ハ ヤ ニ シ キ 0 6 0．3 0．8

3　試　験　結　果

川全量基肥一回施肥の葉色と窒素濃度

全景基肥一回施肥では，初期生育が抑えられ，中・後期

に旺盛な生育相となる。図1に分げっ期から豊熟期までの

葉色の推移を示した。分げっ盛期から幼穂形成期にかけて

の葉色が濃く推移するのが特徴的である。出穂期以降もこ

の傾向は続き，梓長がやや長くなり．葉の黄化も遅れる。

現地における葉色と茎葉窒素感度を表2に示した。幼穂

形成期，穂揃期とも全量基肥一回施肥は慣行施肥よりも窒

素濃度が高く．被覆尿素から窒素が持続的に供給され，吸

収されていることがうかがわれた○幼穂形成期の窒素濃度
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図1基肥一回施肥の葉色の推移（昭61）
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表2　現地における葉色及び窒素濃度（昭61）

カラースケール葉色（画

慣行施肥 基肥一回施肥」慣行施肥
幼 形 臆 幼 形 席 幼 形 穂 幼 形
成 揃 成 揃 成 揃 成
臆 期 期 稔 期 期 植 期 期 穂 期

5 ．4 4 ．8 5 ．9 4 ．8 1 ．9 1 1 ．10 2 ．0 4

■　4 ．9 4 ．9 5 ．5 5 ．0 2 ．13 1 ．0 0 2 ．2 4

4 ．1 5 ．2 4 ．5 5 ．6 2．1 6 1．14 2 ．4 3

5，6 5 ．3 5 ．6 5 ．5 2 ．6 8 1．1 8 2．7 6

表3　全量基肥一回施肥稲作における出穂・豊熟

第　40　号（1987）

は・品種ごとに定めている期待窒素濃度より高い場合が多

く，穂揃期も期待値の範囲内に推持されている。

（2）全量基肥一回施肥稲作の出穂・登熟

表3に全量基肥施肥稲作の出穂と登熟を示した。出穂期

は従来の施肥法と変らないが，成熟期は2－3日遅れる。

幼穂形成期前後の窒素濃度が高いことから一徳概数の多く

なるのか特徴で，ポ当たり籾数が増加する。籾数増に伴な

う登熟歩合の低下も小さく，千拉垂も慣行施肥並である。

試 験 年　　　 次
区　　　 名

＊窒 素 施 肥 量 出 穂 期 成 熟 期 概 数 （拉 ） 豊 熟 歩 合　　　 ⊥

場 所

農 試

（ 品 種 ）　5 9 基 肥 追 肥 （月 日 ） （月 日 ） 一 穂 H ポ 且 ．、、歩 口

（％ ）

千 拉 重

（％）
1．慣　 行　 施 肥 1．0 0 ．5 8 ． 2 9 ．1 7 7 6 ．0 3 0 ．4 90 2 2 ．7

本 場 （ア キ ヒ カ リ ）　6 1 2．基 肥 一 回 施 肥

1．慣 行 施 肥

1．3 － 8 ． 2 9 ．20 8 7 ．2 3 8 ．9 89 2 2 ．9

前 沢 0 ．5 0 ．2 8 ．14 1 0 ． 5 7 4．7 3 6 ．0 8 4 ．1 2 0 ．2
（ サ サ ニ シ キ ）　6 1 2 ．基 肥 一 回 施 肥

1．慣 行 施 肥

0 ．6

0 ．6

－ 8 ．15 10 ． 6 7 4 ．7 3 5 ．4 8 2 ．8 2 0 ．0

志 和 0 ．3 8．1 1 9 ．2 7 6 8 ．4 2 9，8 9 1．9 2 1 1
（ ア キ ヒ カ リ ）　6 1 2 ．基 肥 一 回 施 肥 0 ．8 8 ．1 1 9 ．2 8 7 3 ．4 3 7．5 8 8 ．3 2 1．0

九 戸 1 ．慣　 イ丁　 施　 肥 0 ．6 0 ．3 8 ．1 7 1 0 ． 5 8 2 ．5 3 2 ，1 8 6 ．7 2 1 ．ケ－

（ハ ヤ ニ シ キ ） 2 ．基 肥 一 回 施 肥 0 ．8
－

8 ．1 7 1 0 ． 6 8 4 8 3 5 6 8 4 2 2 1 2

注 ． ＊ 毎／〃　　 ＊＊ × 10 3

（3）全量基肥一回施肥稲作の収量性

図2に岩手農試（多湿黒ポク土）における収量の年次変

動を示した。昭和56～57年は慣行窒素施肥量（基肥＋追肥）

と同じ施肥乳58年以降は慣行の25％減肥の試験であるが．

各年次とも全量基肥一回施肥は慣行施肥体系（基肥＋分げ

っ期追肥＋幼穂形成期追肥）より収量が高く，好気象年次

に多収を示す。特に．豊熟条件の良好であった昭和59年に

は，慣行施肥対比124（78．4匂／α），昭和61年には126

（75．6毎／〃）で，被覆尿素を利用した施肥法による多収

の可能性が示された。被覆尿素は低温年次の肥効の遅れが

問題となるが，窒素施肥量が多く，低温に経過した年次

（昭和56年）でも慣行施肥並以上の収量が得られた。

土壌条件をかえて岩手県内の現地8か所で実施した収量

結果を図3に示した。いずれの現地でも全量基肥一回施肥

は，慣行施肥並以上の収量であった。褐色低地土のように
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図2　基肥一回施肥による収量の年次変動

江刺南野岩崎星山　　北上江刺志和前沢九戸星山
鞄土灰色低地土多湿黒ポク土黄色土灰邑低地土褐色低地上

図3　土壌条件と基肥一回施肥稲作の収量（現地）

地力の高い土壌では，慣行施肥とほぼ同じ収量であるが，

黄色土，多湿黒ポク土，砂礫質土で効果が大きい。これは，

被覆尿素から徐々に溶出する窒素成分を透水性が大きく，

養分保持力の弱い多湿黒ボク土や砂礫質土，土壌窒素発現

の少ない黄色土では，効率的に水稲が吸収｛利用するため

と考えられる。

4　ま　　と　　め

追肥を省略できる全量基肥一一回施肥稲作は，現地試験結

果でも慣行施肥並以上の収量が得られることが明らかになっ

た0低温年でも慣行施肥並の収量が確保され．好気象年に

は多収も期待できる。特に，透水性が大きく，養分保持力

の弱い多湿黒ポク土や砂礫質土，要素肥沃度の低い黄色土

でその効果が大きい。
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